
　
「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
基
盤
教
育
」
は
、「
教
養

あ
る
心
身
共
に
健
全
な
人
間
教
育
」

と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
教
育
改
革
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

山
本
盤
男
学
長
は
「
21
世
紀
の

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
教
養
は
、多
様
な

価
値
を
認
め
合
い
、
社
会
の
現
場
で

役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
考
え
か
ら
、基
礎
力
と
実
践
力
を

重
視
し
ま
し
た
。
九
産
大
に
入
学
し

た
こ
と
で
、自
分
の
殻
を
破
り
、さ
ら

に
面
白
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

　

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、教
養
、

外
国
語
、
専
門
基
礎
の
三
つ
の
科
目

群
で
構
成
、１
、２
年
次
で
学
ぶ
。
教

養
科
目
は
歴
史
、
憲
法
、ス
ポ
ー
ツ

科
学
な
ど
の
科
目
が
あ
り
、広
く
さ

ま
ざ
ま
な
学
問
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

社
会
教
養
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
。

　

外
国
語
科
目
は
、英
語
で
の
日
常

会
話
力
の
習
得
が
主
な
目
的
。
全
学

部
の
学
生
を
英
語
の
到
達
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
40
段
階
以
上
の
ク
ラ
ス
に
分
け

て
講
義
す
る
な
ど
、学
生
一
人
ひ
と

り
に
き
め
細
か
く
指
導
す
る
。

　

専
門
基
礎
科
目
は
３
、４
年
次
の

専
門
科
目
に
進
む
前
に
、そ
の
専
門

分
野
の
入
門
的
、基
礎
的
な
も
の
を

体
系
的
に
学
び
、専
門
課
程
へ
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。

　

教
養
科
目
と
外
国
語
科
目
は
学

部
の
垣
根
を
こ
え
た
時
間
割
と
な
っ

て
お
り
、
山
本
学
長
は
「
他
学
部
の

学
生
と
の
受
講
機
会
も
増
え
て
、人

間
関
係
の
広
が
り
も
生
ま
れ
る
は
ず

で
す
。
大
学
が
求
め
る
、し
な
や
か
な

強
さ
を
も
ち『
現
場
に
強
い
タ
フ
な

職
業
人
の
育
成
』に
つ
な
が
る
の
で
は
」

と
期
待
す
る
。

「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
基
盤
教
育
」

社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
教
養
を
習
得

九
州
産
業
大
学

グローバル社会で活躍できる
心身共に健全な人間教育

　

人
文
系
、理
工
系
、芸
術
系
に
約
１
万
１
０
０
０
人
が
学
ぶ
西
日
本
有
数
の
総
合
大
学「
九
州
産
業

大
学
」。
建
学
の
理
想「
産
学
一
如
」を
掲
げ
、実
践
力
を
持
っ
た
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、こ
れ

に
加
え
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、今
年
度
か
ら

入
学
者
全
員
を
対
象
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
基
礎
、幅
広
い
教
養
を
習
得
し
て
も
ら
う

「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
基
盤
教
育
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
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基
盤
教
育
と
両
輪
を
な

し
て
い
る
の
が
、
実
践
力

を
身
に
付
け
る
「
Ｋ
Ｓ
Ｕ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
」。

　

学
び
の
舞
台
は
実
社

会
。
積
極
的
に
社
会
へ
出

て
行
っ
て
現
場
の
声
を
聞

き
、
現
場
で
起
き
て
い
る

事
実
の
意
味
を
知
り
、
課

題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う

学
び
だ
。
現
在
、約
１
２
０

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

し
て
い
る
。
学
部
内
だ
け

で
な
く
他
学
部
、
地
域
や

行
政
、
産
業
界
な
ど
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

地
元
の
伝
統
工
芸
や
地
場

産
業
を
盛
り
上
げ
、元
気

に
し
よ
う
と
い
う
企
画
が

多
い
。

　

そ
の
一
つ
、
芸
術
学
部

の
学
生
と
博
多
人
形
商
工
業
協
同

組
合
が
連
携
し
た
、「
博
多
人
形

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、博
多
人
形

の
魅
力
を
若
い
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル
、

市
場
開
拓
を
目
指
し
て
い
る
。

　

学
生
な
ら
で
は
の
セ
ン
ス
を
生
か

し
た
、斬
新
な
色
や
柄
の
人
形
40
体

を
試
作
し
、販
売
し
た
と
こ
ろ
、な
ん

と
４
日
間
で
完
売
。
福
岡
市
か
ら
も

20
体
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど

市
場
の
反
応
は
良
く
、地
域
や
地
元

企
業
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
地
域
連
携
＆
第
六
次
産
業
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
経
営
学
部
の

学
生
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
と
手
を
組
み
、

地
域
農
園
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
で
活
力

の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
形
成
を
目
指
す
。
農

作
物
の
生
産
か
ら
加
工
、

流
通
、
販
売
ま
で
を
総

合
的
に
手
が
け
、
昨
年

度
は
連
携
す
る
企
業
、

団
体
と
共
同
で
ふ
く
お

か
共
助
社
会
づ
く
り
表

彰
を
受
賞
し
た
。こ
れ
ま

で
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や

焼
酎
な
ど
を
製
造
。
焼
酎
の
ラ
ベ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
芸
術
学
部
の
学
生
が

担
当
す
る
な
ど
、学
部
間
の
交
流
も

活
発
だ
。

　

博
多
人
形
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

３
年
間
活
動
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
川
口

貴き

子こ

さ
ん（
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学

科
４
年
）は「
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

人
形
が
市
場
に
出
る
こ
と
か
ら
、今
の

ニ
ー
ズ
を
十
分
考
え
て
形
に
す
る
な

ど
、実
践
力
を
養
え
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
企
業
や
他
学
生
と
の
チ
ー
ム

で
の
仕
事
が
多
く
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

も
少
な
か
ら
ず
身
に
付
い
た
気
が
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
を
、就
職
し
て

か
ら
生
か
し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

教育
力

現
場
で
判
断
す
る
力
を
養
う

「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
」

実践
力

　

九
州
産
業
大
学
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
活
発
に
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
つ
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
福
祉
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
用
化
研
究
拠
点
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
」
は
２
０
１
３
年
11
月
末
、

学
内
に
開
設
さ
れ
た
。
事
業
化
を

含
む
同
種
の
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立

は
全
国
の
大
学
で
初
め
て
と
い
う
。

２
０
１
７
年
度
ま
で
の
実
用
化
を

目
指
し
て
い
る
。

　

工
学
、
情
報
科
学
、
芸
術
学
、

経
営
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
を

中
心
に
、
産
業
界
、
医
療
機
関
な

ど
と
連
携
し
て
い
る
。
起
立
や
歩

行
訓
練
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
の
ほ
か
、
市
場
調
査
、
医
療
福

祉
制
度
な
ど
を
調
べ
、
採
算
性
を

考
慮
し
た
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を

進
め
る
。

　

セ
ン
タ
ー
所
長
の
工
学
部
バ
イ

オ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
榊
泰
輔

教
授
は「
こ
れ
ま
で
価
格
の
高
さ
、

使
い
勝
手
の
悪
さ
な
ど
か
ら
実
用

化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、在
宅
で

使
え
る
価
格
帯
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

有
田
焼
の
柿
右
衛
門
様
式
磁
器

の
研
究
を
長
年
続
け
て
き
た「
柿
右

衛
門
様
式
陶
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
」

は
、研
究
成
果
を
教
育
に
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
活
性

化
の
た
め
の
調
査
、
製
品
開
発
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
九
産
大

に
は
故
・
十
四
代
酒
井
田
柿
右

衛
門
氏
が
大
学
院
教
授
を
務
め
て

い
た
縁
で
、
学
内
に
は
柿
右
衛
門

様
式
窯
も
あ
る
。
今
年
２
月
に
襲
名

し
た
十
五
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

氏
も
客
員
教
授
と
し
て
、
学
生
の

指
導
に
当
た
る
。

　
「
医
療
診
断
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
」
は
、
工
学
部
物
質
生
命
化

学
科
の
礒
部
信
一
郎
教
授
ら
内
外

の
研
究
者
が
新
規
蛍
光
色
素
を

使
っ
て
医
工
融
合
に
よ
る
革
新
的

医
療
診
断
技
術
の
実
用
化
に
取
り

組
む
。
世
界
初
の
蛍
光
電
子
顕
微

鏡
の
実
用
化
、褪た
い

光こ
う

し
な
い
免
疫

染
色
法
の
実
用
化
な
ど
を
目
指
し

て
い
る
。

　

卒
業
後
の
就
職
、実
社
会
で
の

豊
か
な
生
活
な
ど
を
見
据
え
て
、

入
学
直
後
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

中
核
と
な
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
が
15
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
う

就
職
支
援
は
、
全
国
の
大
学
で
も

屈
指
の
規
模
。
１
年
次
に
全
学
共

通
で
開
講
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
形
成

基
礎
論
」で
は
、社
会
構
造
の
変
化

や
そ
れ
に
対
応
す
る
学
び
の
重
要

性
、卒
業
後
を
見
据
え
た
大
学
生

活
の
送
り
方
な
ど
を
指
導
す
る
。

　

実
践
的
な
取
り
組
み
も
１
年
次

か
ら
実
施
。
夏
休
み
、
春
休
み
を

利
用
し
て
企
業
の
現
場
で
仕
事
の

面
白
さ
、厳
し
さ
を
体
感
す
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る
ほ
か
、

資
格
取
得
講
座
、就
職
の
模
擬
試

験
、公
務
員
受
験
対
策
講
座
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

教
職
員
だ
け
で
な
く
、就
職
内

定
し
た
４
年
生
が
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
下
級
生
の

相
談
に
応
じ
て
い
る
。
同
じ
学
生

同
士
と
あ
っ
て
、気
軽
に
情
報
の
収

集
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と

好
評
だ
。

　

女
子
学
生
に
特
化
し
た
対
策
と

し
て
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
年
３
回

実
施
。
現
役
モ
デ
ル
に
よ
る
歩
き
方

や
立
ち
居
振
る
舞
い
講
座
、
プ
ロ

に
よ
る
メ
ー
ク
講
座
が
行
わ
れ
て

お
り
、き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

　

九
州
産
業
大
学
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
２
０
１
１
年

か
ら
始
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成

果
が
実
を
結
び
は
じ
め
て
お
り
、

２
０
１
３
年
度
の
就
職
率
は
前
年

度
と
比
べ
５・５
㌽
上
昇
し
た
」
と

手
応
え
を
話
す
。

学
部
が
連
携
し
た
研
究
活
動
も
活
発

研究
力

１
年
次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

着
実
に
成
果

就職
力

　九州産業大学では、2015年度入試
から「インターネットによる出願」が
スタートする。
　これにより、入学願書を取り寄せる
手間がなくなり、出願期間内であれば
自宅のパソコンなどから出願できるよ
うになる。
　入学検定料は前年度実績の32,000
円から27,000円に引き下げられる。
インターネットによる出願の導入で従来
の紙の志願票の出願方法に比べると
経費が削減できることから、受験生に
対して還元しようという考えだ。
　このほか入試制度などの詳細は、同
大入試情報のホームページまで。

インターネットによる
出願スタート!

芸術学部 デザイン学科 ４年

川口 貴子さん

学長

山本 盤男氏


